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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンクキャリアアグリゲーションにおける電力ヘッドルーム（ＰＨ）管理のため
の方法であって、
　送信タイプに優先度を付けながら、ワイヤレス通信ネットワークの少なくとも２つの独
立して制御されるセルによってサービスされるモバイルエンティティによるアップリンク
送信についての総ＰＨ制約を受けて、前記モバイルエンティティのために、前記少なくと
も２つの独立して制御されるセルにわたるアップリンク電力割振りを決定することと、前
記送信タイプに優先度を付けることは、前記送信タイプごとに電力を割り振ること、また
は前記少なくとも２つの独立して制御されるセルについてのセルごとのＰＨ制約から前記
送信タイプのうちの少なくとも１つを除外することのうちの少なくとも１つを備える、
　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々ごとの前記アップリンク電力割振
りを決定するためのＰＨ報告を管理することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＰＨ報告を前記管理することが、前記少なくとも２つの独立して制御されるセル間
の明示的協調、前記少なくとも２つの独立して制御されるセル間の暗黙的協調、または前
記少なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの少なくとも１つによって前記モバイ
ルエンティティからのＰＨ報告を構成することのうちの少なくとも１つによって実行され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの１つが１次セルであり、前記少
なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの別の１つが２次セルである、請求項２に
記載の方法。
【請求項４】
　前記ＰＨ報告を前記管理することが、前記少なくとも２つの独立して制御されるセル間
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の明示的協調によって実行され、前記１次セルが前記２次セルのための最大アップリンク
電力値を定義することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記１次セルが、バックホールを介して前記最大アップリンク電力値を前記２次セルに
シグナリングすることをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも２つの独立して制御されるセル間の暗黙的協調によって前記ＰＨ報告を
前記管理することを実行することをさらに備え、ここにおいて、前記少なくとも２つの独
立して制御されるセルの各々が、前記モバイルエンティティから受信されたＰＨ報告（Ｐ
ＨＲ）に基づいてセルごとのＰＨを決定する、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＨＲが、前記モバイルエンティティのすべてのアンテナについてアグリゲートさ
れた最大送信電力と、セルごとのＰＨとを備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　セルごとの前記ＰＨが、前記セルについて前記モバイルエンティティによって報告され
たＰＨよりも小さい、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々が、前記ＰＨＲと、定義された電
力しきい値とに基づいて、モバイルエンティティ送信電力を決定する、または、
　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々が、前記ＰＨＲと、前記モバイル
エンティティのすべてのアンテナについてアグリゲートされた前記最大送信電力とに基づ
いて、モバイルエンティティ送信電力を決定する、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＰＨ報告を前記管理することは、前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの
各々が前記モバイルエンティティからＰＨ制御情報を受信することによって実行され、こ
こにおいて、前記モバイルエンティティが、ピーク最大電力低減（ＰＭＰＲ）に基づいて
前記ＰＨ制御情報を変更する、請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
　前記モバイルエンティティが、前記少なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの
少なくとも１つの送信電力に基づいて前記ＰＭＰＲを計算する、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々が、前記ＰＨ制御情報に基づいて
モバイルエンティティ送信電力を決定する、請求項２に記載の方法。
【請求項１３】
　前記優先度を付けることが、チャネルタイプ、コンテンツタイプまたはセルタイプのう
ちの１つまたは複数に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１から請求項１３のうちのいずれか一項に記載のステップを実行するように構成
された手段を備える、ワイヤレス通信装置。
【請求項１５】
　請求項１から請求項１３のうちのいずれか一項に記載のステップを実行するように構成
されたコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
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　[00114]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明ら
かになり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設
計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　アップリンクキャリアアグリゲーションにおける電力ヘッドルーム（ＰＨ）管理
のための方法であって、
　ワイヤレス通信ネットワークの少なくとも２つの独立して制御されるセルによってサー
ビスされるモバイルエンティティによるアップリンク送信についての総ＰＨ制約を受けて
、前記モバイルエンティティのために、前記少なくとも２つの独立して制御されるセルに
わたるアップリンク電力割振りを決定することと、
　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々ごとの前記アップリンク電力割振
りを決定するためのＰＨ報告を管理することとを備える、方法。
[Ｃ２]　前記ＰＨ報告を前記管理することが、前記少なくとも２つの独立して制御される
セル間の明示的協調、前記少なくとも２つの独立して制御されるセル間の暗黙的協調、ま
たは前記少なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの少なくとも１つによって前記
モバイルエンティティからのＰＨ報告を構成することのうちの少なくとも１つによって実
行される、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの１つが１次セルであり、
前記少なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの別の１つが２次セルである、Ｃ２
に記載の方法。
[Ｃ４]　前記ＰＨ報告を前記管理することが、前記少なくとも２つの独立して制御される
セル間の明示的協調によって実行され、前記１次セルが前記２次セルのための最大アップ
リンク電力値を定義することをさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　前記１次セルが、バックホールを介して前記最大アップリンク電力値を前記２次
セルにシグナリングすることをさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ６]　前記少なくとも２つの独立して制御されるセル間の暗黙的協調によって前記ＰＨ
報告を前記管理することを実行することをさらに備え、ここにおいて、前記少なくとも２
つの独立して制御されるセルの各々が、前記モバイルエンティティから受信されたＰＨ報
告（ＰＨＲ）に基づいてセルごとの部分ＰＨを決定する、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ７]　前記ＰＨＲが、前記モバイルエンティティのすべてのアンテナについてアグリゲ
ートされた最大送信電力と、セルごとのＰＨとを備える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　セルごとの前記部分ＰＨが、前記セルについて前記モバイルエンティティによっ
て報告された部分ＰＨよりも小さい、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ９]　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々が、前記ＰＨＲと、定義さ
れた電力しきい値とに基づいて、モバイルエンティティ送信電力を決定する、Ｃ７に記載
の方法。
[Ｃ１０]　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々が、前記ＰＨＲと、前記
モバイルエンティティのすべてのアンテナについてアグリゲートされた前記最大送信電力
とに基づいて、モバイルエンティティ送信電力を決定する、Ｃ７に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記ＰＨ報告を前記管理することは、前記少なくとも２つの独立して制御され
るセルの各々が前記モバイルエンティティからＰＨ制御情報を受信することによって実行
され、ここにおいて、前記モバイルエンティティが、ピーク最大電力低減（ＰＭＰＲ）に
基づいて前記ＰＨ制御情報を変更する、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記モバイルエンティティが、前記少なくとも２つの独立して制御されるセル
のうちの少なくとも１つの送信電力に基づいて前記ＰＭＰＲを計算する、Ｃ１０に記載の
方法。
[Ｃ１３]　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々が、前記ＰＨＲ制御情報
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に基づいてモバイルエンティティ送信電力を決定する、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ１４]　送信タイプごとに電力を割り振ること、または前記少なくとも２つの独立して
制御されるセルについてのセルごとのＰＨ制約から送信タイプを除外することのうちの少
なくとも１つによって、１つまたは複数の送信タイプのうちの１つに優先度を付けること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記優先度を付けることが、チャネルタイプ、コンテンツタイプまたはセルタ
イプのうちの１つまたは複数に基づく、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１６]　ワイヤレス通信ネットワークの少なくとも２つの独立して制御されるセルによ
ってサービスされるモバイルエンティティによるアップリンク送信についての総ＰＨ制約
を受けて、前記モバイルエンティティのために、ワイヤレス通信ネットワークの少なくと
も２つの独立して制御されるセルにわたるアップリンク電力割振りを決定することと、ア
ップリンクサービングセルごとの前記アップリンク電力割振りを決定するためのＰＨ報告
を管理することとを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリとを備
える、ワイヤレス通信装置。
[Ｃ１７]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記少なくとも２つの独立して制御され
るセル間の明示的協調、前記少なくとも２つの独立して制御されるセル間の暗黙的協調、
または前記少なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの少なくとも１つによって前
記モバイルエンティティからのＰＨ報告を構成することのうちの少なくとも１つによって
、前記ＰＨ報告を前記管理することを実行するようにさらに構成された、Ｃ１５に記載の
ワイヤレス通信装置。
[Ｃ１８]　前記少なくとも１つのプロセッサが、１次セルである、前記少なくとも２つの
独立して制御されるセルのうちの１つに関する前記明示的協調によって、前記ＰＨ報告を
前記管理することを実行するようにさらに構成され、２次セルである、前記少なくとも２
つの独立して制御されるセルのうちの別の１つのための最大アップリンク電力値を定義す
ることをさらに備える、Ｃ１５に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ１９]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記１次セルに、バックホールを介して
前記最大アップリンク電力値を前記２次セルにシグナリングさせるようにさらに構成され
た、Ｃ１７に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２０]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記少なくとも２つの独立して制御され
るセルの各々に関する前記暗黙的協調によって、前記ＰＨ報告を前記管理することを実行
するようにさらに構成され、前記モバイルエンティティから受信されたＰＨＲに基づいて
セルごとの部分ＰＨを決定することをさらに備える、Ｃ１６に記載のワイヤレス通信装置
。
[Ｃ２１]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記モバイルエンティティのすべてのア
ンテナについてアグリゲートされた最大送信電力と、セルごとのＰＨとを備える前記ＰＨ
Ｒを受信するようにさらに構成された、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２２]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＰＨＲと、前記少なくとも２つの独
立して制御されるセルの各々のための定義された電力しきい値とに基づいて、モバイルエ
ンティティ送信電力を決定するようにさらに構成された、Ｃ２０に記載のワイヤレス通信
装置。
[Ｃ２３]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記少なくとも２つの独立して制御され
るセルの各々について、前記ＰＨＲと、前記モバイルエンティティのすべてのアンテナに
ついてアグリゲートされた前記最大送信電力とに基づいて、モバイルエンティティ送信電
力を決定するようにさらに構成された、Ｃ２１に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２４]　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも２つの独立して制御され
るセルの各々が前記モバイルエンティティからＰＨ制御情報を受信することによって、前
記ＰＨ報告を前記管理することを実行するようにさらに構成され、ここにおいて、前記モ
バイルエンティティが、ピーク最大電力低減（ＰＭＰＲ）に基づいて前記ＰＨ制御情報を
変更する、Ｃ１６に記載のワイヤレス通信装置。
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[Ｃ２５]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記少なくとも２つの独立して制御され
るセルの各々について、前記ＰＨ制御情報に基づいてモバイルエンティティ送信電力を決
定するようにさらに構成された、Ｃ１６に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２６]　前記少なくとも１つのプロセッサが、送信タイプごとに電力を割り振ること、
またはＰＨ制限から送信タイプを除外することのうちの少なくとも１つによって、１つま
たは複数の送信タイプのうちの１つに優先度を付けるようにさらに構成された、Ｃ１５に
記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２７]　前記少なくとも１つのプロセッサが、チャネルタイプ、コンテンツタイプまた
はセルタイプのうちの１つまたは複数に基づいて、前記１つまたは複数の送信タイプに優
先度を付けるようにさらに構成された、Ｃ２５に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２８]　ワイヤレス通信ネットワークの少なくとも２つの独立して制御されるセルによ
ってサービスされるモバイルエンティティによるアップリンク送信についての総ＰＨ制約
を受けて、前記モバイルエンティティのために、ワイヤレス通信ネットワークの少なくと
も２つの独立して制御されるセルにわたるアップリンク電力割振りを決定するための手段
と、
　アップリンクサービングセルについてのＰＨ報告を管理するための手段とを備える、ワ
イヤレス通信装置。
[Ｃ２９]　少なくとも１つのコンピュータに、
　ワイヤレス通信ネットワークの少なくとも２つの独立して制御されるセルによってサー
ビスされるモバイルエンティティによるアップリンク送信についての総ＰＨ制約を受けて
、前記モバイルエンティティのために、ワイヤレス通信ネットワークの少なくとも２つの
独立して制御されるセルにわたるアップリンク電力割振りを決定することと、アップリン
クサービングセルについてのＰＨエポーティングを管理することとを行わせるためのコー
ドを備える非一時的コンピュータ可読媒体と、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリとを備
える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ３０]　キャリアアグリゲーションにおけるモバイルエンティティによる電力ヘッドル
ーム（ＰＨ）管理のための方法であって、
　アップリンクキャリアアグリゲーション（ＣＡ）を使用して、ＰＨ制約を受けるモバイ
ルエンティティから、ワイヤレス通信ネットワークの少なくとも２つの独立して制御され
るセルにデータをシグナリングすることと、
　前記モバイルエンティティから前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々に
アップリンク電力制御を管理するための情報を与えることとを備える、方法。
[Ｃ３１]　前記情報が、セルごとの最大送信電力とセルごとのＰＨとを備える、Ｃ２９に
記載の方法。
[Ｃ３２]　前記情報が、前記モバイルエンティティのすべてのアンテナについてアグリゲ
ートされた最大送信電力を備える、Ｃ３０に記載の方法。
[Ｃ３３]　前記情報が、前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々についての
ピーク最大電力低減（ＰＭＰＲ）を含むＰＨ報告を備える、Ｃ２９に記載の方法。
[Ｃ３４]　前記少なくとも２つの独立して制御されるセルのうちの少なくとも１つの送信
電力に基づいて前記ＰＭＰＲを計算することをさらに備える、Ｃ３２に記載の方法。
[Ｃ３５]　アップリンクキャリアアグリゲーション（ＣＡ）を使用して、電力ヘッドルー
ム（ＰＨ）制約を受けるモバイルエンティティから、ワイヤレス通信ネットワークの少な
くとも２つの独立して制御されるセルにデータをシグナリングすることと、前記モバイル
エンティティから前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々にアップリンク電
力制御を管理するための情報を与えることとを行うように構成された少なくとも１つのプ
ロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリとを備
える、ワイヤレス通信装置。
[Ｃ３６]　前記少なくとも１つのプロセッサが、セルごとの最大送信電力とセルごとのＰ
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Ｈとを備える前記情報を与えるようにさらに構成された、Ｃ３４に記載のワイヤレス通信
装置。
[Ｃ３７]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記モバイルエンティティのすべてのア
ンテナについてアグリゲートされた最大送信電力をさらに備える前記情報を与えるように
さらに構成された、Ｃ３５に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ３８]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記少なくとも２つの独立して制御され
るセルの各々についてのピーク最大電力低減（ＰＭＰＲ）によって変更されたＰＨ報告を
備える前記情報を与えるようにさらに構成された、Ｃ３４に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ３９]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記少なくとも２つの独立して制御され
るセルのうちの少なくとも１つの送信電力に基づいて前記ＰＭＰＲを計算するようにさら
に構成された、Ｃ３７に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ４０]　アップリンクキャリアアグリゲーション（ＣＡ）を使用して、電力ヘッドルー
ム（ＰＨ）制約を受けるモバイルエンティティから、ワイヤレス通信ネットワークの少な
くとも２つの独立して制御されるセルにデータをシグナリングするための手段と、
　前記モバイルエンティティから前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々に
アップリンク電力制御を管理するための情報を与えるための手段とを備える、ワイヤレス
通信装置。
[Ｃ４１]　少なくとも１つのコンピュータに、
　アップリンクキャリアアグリゲーション（ＣＡ）を使用して、電力ヘッドルーム（ＰＨ
）制約を受けるモバイルエンティティから、ワイヤレス通信ネットワークの少なくとも２
つの独立して制御されるセルにデータをシグナリングすることと、前記モバイルエンティ
ティから前記少なくとも２つの独立して制御されるセルの各々にアップリンク電力制御を
管理するための情報を与えることとを行わせるためのコードを備える非一時的コンピュー
タ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
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